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日  時：平成 30年 7月 26日（木）18時 30分 ～20時 00分 

場  所：新屋町会館 

対象地区：新屋町 

参加人数：12名 

  

■要望、質疑応答 

内   容 

〇水路について 

（市民から） 

自宅付近の水路について、雨が降るとあふれてしまい家の基礎まで水が上がってくる。

昨年、町会に掃除してもらい一時的に解決したが、今後いつあふれるか分からないので、

対応してもらいたい。 

 

（市から） 

・原因を把握しないといけないため、現場を確認してから対応を検討したい。 

 

〇貴船神社付近の四差路について 

（市民から） 

 貴船神社付近の四差路の見通しが悪く、事故が起きている。建物・土地所有者から無償

譲渡の話も出ており、改善に向け検討してもらえないか。昨年、前向きに検討はするが早

期の整備は困難であると回答を受けたが、具体的にいつになるのか。 

 

（市から） 

・現場を確認し危険であると認識はしている。長期総合プランの中で検討するとしている 

が、いつ頃から整備できるのか確認する。 

 

〇空き地の不法投棄について 

（市民から） 

 空き地に家電が不法投棄されており、悪臭がするうえ猫も住み着いている。付近の住民

から相談も受けているので改善に向け検討してもらえないか。 

 

（市から） 

・私有地であれば強制撤去はできないが、相手方と連絡が取れないということであるので 

市民課に調査させる。 

 

○山林の間伐について 

（市民から） 

 新屋町共用林組合が管理している山を、今年から３年計画で約３０ヘクタール間伐する。



- 2 - 

 

山に行くと感じるが、市が管理している山もそろそろ間伐が必要な山があるように見受け

られる。収入の面でも、ここ５年で間伐しないといけない時期だと思うので、適宜間伐し

てほしい。    

また、間伐材を高く売却するため、林道を整備し、切り出しを良くするなどの対策をし

てほしい。 

 

（市から） 

・定期間伐について、木材の値段が安価であるため間伐しない山が多数ある。 

・今はバイオマス発電で間伐材を利用した発電を行っている。 

・市場への木材流通やバイオマス燃料に活用するために、路網整備をし、間伐を促進させ

ているので、ご理解願いたい。 

・今年の林道や作業道などの路網整備については、工事を一旦休止し来年度以降の路線設

計を行っている。 

・尾上地域の山以外に碇ヶ関地域の市有林の路網を整備する計画になっている。 

・整備方針としては、路網の起点と終点が市有林の中で完結する場所が優先されるが、そ

こに民有林が含まれるとなると、土地の所有者とも路網計画の調整が必要となることか

ら時間がかかってしまう。 

・可能な限り均衡を保った市有林の発展のため間伐の計画を練っており、市有林について

も間伐は実施しているが木材の価格が安いため、赤字となっている。市況が回復すれば

町会に還元されるお金もあると思うが、現時点では逆ざやであるので、それを踏まえた

計画となっていることをご理解いただきたい。 

 

○平川市尾上体育館付近の冬期間通行止め区間について 

（市民から） 

 平川市尾上体育館の工事は屋根や床の張り替え等をしているのか。 

また、体育館付近の道路は冬期間通行止めになるが、その区間に畑があるので、体育館

の一部分だけを通行止めにできないか。除雪もしてもらえると助かる。 

 

（市から） 

・現在は屋根の雨漏り部分の工事を実施している。施設の管理計画を立てており体育館が 

古くなれば立て直すということではなく、使用できる限りは修繕し、いずれは新しい体

育館を立てることになる。 

・冬期間の通行止めについては体育館からの落雪事故防止によるものであると思う。除雪 

等も含め詳細については担当課から後日回答させる。 

 

○掲示板について 

（市民から） 

 新屋町会館付近の掲示板の掲示物が風ですぐ飛ばされてしまうので対策してほしい。 
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（市から） 

・ガラス張りの掲示板など対策されたものはあるが、町会で対応していただくしかない。 

 

○尾上・小和森線の歩道について 

（市民から） 

 福家の通りについて、歩道と長い法面がついている小さな側溝がつく計画があると聞い

た。法面の草刈は大変なので、草が生えないシートの設置を検討できるのか、もしくは計

画済みなのか知りたい。 

 

（市から） 

・歩道整備には１億８千万円以上かかる試算で、危険な通学路を優先しなければならない 

ため一時的に整備は休止している。 

・側溝整備や通学路の整備など交通安全に関する要望に対して、優先的に予算付けしてい 

るのでご了承願いたい。 

 

○循環バスについて 

（市民から） 

 新屋町地区に循環バスの停留所がない。新屋町のバス停に午前・午後１回ずつでもいい

ので来てもらえないか。 

 

（市から） 

・以前、実験的に尾上地域へのバスを循環させたが、利用者が少なく、定期運行に至らな 

かったという経緯がある。高齢化が進み、現在は利用者が増えているかもしれないため 

再度検討したいと思う。 

  

○市有林の伐期及び間伐事業について 

（市民から） 

 市が管理している木はいつ伐採する予定なのか。また、間伐事業をどのように進めてい

るか教えていただきたい。 

 バイオマス発電に間伐材を出せば、山道整備をするための補助金をもらうことができる

ような話を聞いたことがある。津軽バイオマスエナジーが補助金をもらうことはあるのか。 

 

（市から） 

・市有林の伐期について、これまで４０年程度となっていたが、現在は長伐期ということ

で８０年程度まで延長している。 

・それに伴って森林の施業計画を長伐期に合わせた内容に見直ししている。間伐の考え方

は山によって異なるため、一概に回答はできないが、適宜計画を立て実施している。 
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・市有林については、市が直接、補助金をもらって路網整備を実施しているため、バイオ

マス発電に間伐材を出せば路網整備の補助金を津軽バイオマスエナジーがもらうことは

ない。 

 

○防犯スピーカーについて 

（市民から） 

 新屋町墓地付近の防犯スピーカーの調子が悪い。 

 

（市から） 

・現場確認をするが、住民の方も窓を開ける等、協力してもらえれば助かる。 

 

 


